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1緒 言
スキー発祥 の歴 史につ いての定説は ないが,そ の発生は古 く,輪 カンジキ
が発達 した とい う説や 最初か ら現在の ように滑 る道具 と してあ った とい う説
があ り,こ の ような原始的 スキーは,北 欧や シベ リアお よび アル タイ地方 に
おいては,す でに4000年～5000年前に考案 され,実 用化 されていた と推定
されてい る。そ して,こ の古代 のスキー も狩 猟 とか交通用具 とい った,い わ
ゆ る生活 に結びつ いた必需 品であ った ものが,そ の後,北 欧等におけ る冬の
戦闘に欠 くことのできない軍の兵器 と して使用 された。
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当時,2メ ー トル以上 もの長 いスキ ーと長 い一本杖 で船を漕 ぐよ うな滑 り
を していたスキー も,現 在では用具 の改 良 とか,リ フ ト,ケ ーブルの発達,
指導法 の進歩 に よ り,そ の技術 到達 目標 もシ ュテ ムか らパ ラレルへ,さ らに
は急斜面,深 雪,悪 雪,凹 凸等の変化す る斜面に適応す る技術 へ と進歩 し,
よ り早 く,よ り正 しい スキー術 あ習得を モ ッ トーと した 技術分析が 深め ら
れ,研 究が進 め られ てい る。
この ような研究は,単 なる・ミインシ ュピールか ローテ ィシ ョソか とか,国
家間の威信 とか 自尊心 といった ものではな く,「世界の スキ ーをひ とつ に」
とい ったスキ ー技法 の国際化の中で,自 国のスキ ーを考えていかなければ な
らない時代 であ る。本稿では とくに オース トリアとフランスの歴 史的スキ ー
技術 の推移 をながめなが ら,こ の問題を考 察 してい きたい と思 う。
皿 ス キ ー の ス ポ ー ツ化
北 欧ない し中央 ヨーロッパにおいて古 くか ら生活の道具 と して,冬 の戦闘
に欠 くことので きない兵器 と して,自 然発生的 に発達 してきた実用の スキ ー
が,物 的 目的を離 れ人間 の本能 ともい うべ き楽 しみを満すための スポーツと
して芽生 えは じめた のは1700年代 の後半か ら1800年隣かけてであ り,こ の
頃すでに ノル ウ ェーではスキー ・レースの よ うな ものが あった。
1.ジ ャソプの発生
この原型 とみ られ るものは,走 幅 とびの ような方法 で高 い所 か ら雪 中に
飛び込 む とい った感 じの もので,現 在 の よ うに ランデ ィソ グ ・バ ーソを整
備 して 飛ぶ ようにな ったのは1800年のは じめ頃か らの ことであ り,そ の
(1)
当時は飛距離 と上 にあが った 高 さについて も 争われた といわれ,1800年
代に いた って現在 の ような飛距離 とフォームの総 合判定に よる試 合形 式が
できあが り,技 術的 に も急速 の進歩を示 した ようである。
1877年には ク リスチ ャニア(現 在 のオス ロ)に 世界最初 のスキー ・クラ
ブが生 まれ,そ の2年 後には ク リスチ ャニア郊外の フゼ ビーで第1回 ジ ャ
(1)スキー発達史 野崎 彊著 実業之日本社
榊 陣1皆 技 一):,t術llの推 移 (郵)
ソプ大会が行なわれ,大 会に参加轟懸勲回マ献φ地宙峰少年達鳳済 ピ蛍 ド
をつけて勇敢に踏切台か ら空中にと醸出 し潟葵 イナ郵藪灘飛ゐ薗寮定 した
跳躍 と着地をみせたのに対 し,他 の多 くの人看は制動にまゆて助走の系ピ
ー ドを殺 し,ジ ャンプとい うよりは滑 り落ちたとい う感渇看灘魁紅本伝え
く　ラ
られてい る。 この大会は,今 日まで国王一家が臨席 し,現 在世界最高⑳ 大
会 といわれ るホル メン コー レン大会 の基盤 とな った ものであ る。
2,レ ース競技 の誕生
1740年,軍隊に スキー隊が編成 され,こ れ ら軍隊に おけ るスキ ー訓練や
スキ ー ・レース(賞 金 レース)は,民 間人に も大 きな影響を与 えた。 さ ら
uelS60年には,王 室が勝者 に賞 を与 えるな どに よって スキー競技 は一 層
の発展 をみ るに いた った。 スキ ー ・レースにおけ る世界最初 の組織 的な競
技会は1834年に トロム ソ(Tromso)で行なわれた こ とになってい る。
つ ぎの組織的競技会は1862年トリシル(Trysil)で開かれ,レ ースは ジ
ャン プと滑降 で1位 の賞品に スキ ーが 出 され,競 技会最大 の呼び ものは,
くの
丘の頂 きか らの旗取 りレースだ った といわれてい る。
1861年には,ス キ ーを振興す るための政策 が と られ,1866年頃か らの
競技会は本格的 な もの とな り,エ リニグ 。バ ッケン,ソ ン ドル ・ノル トハ
くり
.イムな ど数 々の名選手を輩 出 してい る。 この ようにスキ ーが冬 のスポー ツ
と して一般に広 く愛好 され,こ れ ら競技会 は ノル ゥ ェー各地 で盛 んに行な
われ,テ レマ ークの技術は ノル ウ ェー各地に侵透 し,ス キ ー熱は益 々 もり
あが り全 国民 的なスポー ツと して発展 していった。
3.ア ルペ ン競技 の誕生
1927年,アー ノル ド・ラ ン,ア ラ ソ ・デ グ ビル,W・R・ ブラッケンな
どに よ り,ス キー登 山に おけ る下山の際 に立並ぶ樹木や岩 を利用 し,そ の
状 況や変化に適応 した滑 りを試み,そ れに林間 コース,制 動林道,轡 曲林
(2)SAJス キー教程 全 日本 ス キー連盟(1972年度 版)ス キ ー ジャーナル社
㈲ 前掲,ス キー発達史 野崎 彊著 実業之 日本社
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(42)人 文 研 究 第44輯
くの
道,急 回転等の名前 をつけ,回 転競技 をつ くりあげた とされ てい る。
本格的な回転競技 と しては,1922年1月の ミュー レンにおけ る 「山岳 ス
キー ・チ ャレンジ ・カ ップ」をめ ぐって行なわれた ものが最初 といわれ,
くの
1本 目は硬い雪 の コースを滑 り,2本 目は深雪 の コースで行なわれた よ う
であ る。
当時,ス キ ー競技 といえば,距 離 とジ ャン プが主であ って,滑 降や回転
は北欧 の人 々に仲 々理解 されなか った。 この よ うな事情 の中で北欧勢 の賛
(7)
成を得,カ ソダハ ー競技が行なわれたのが1928年であ る。1936年に は ド
イ ツの ガル ミッシ ュ ・パルテソキルヘ ン大会(第4回 冬季 オ リソ ピック大
会)で オ リン ピック種 目と して正式に採 りあげ られ るにいた りスキ ーは益
々大衆化 してい った。
4.国 際冬季大会の開催
オ リン ピ ックに スキ ー種 目が 参 加す る よ うにな ったのは,1924年フラ
ンスのシヤモニーにおける第8回 オ リン ピック冬季大会 と して開かれた も
のであって,こ れが 後に第1回 冬季 オ リン ピック大会 と呼ば れた ものであ
る。 この大会には,北 欧3国,中 欧諸国,ア メ リカな ど16ケ 国293名が
参加 し,長 距離,耐 久,複 合,ジ ャソプ等 の種 目に よって競技が行 なわれ
た。
アルペ ン種 目(滑 降,回 転)が 正式 オ リン ピ ック種 目と して登場 した の
は1936年(昭 和11年)に ドイ ツの ガル ミッシ ュ ・パルテ ソキルヘ ンで行
なわれた第4回 冬季大会か らであ り,こ の大会には28ケ 国,756名の選手
が参加 してお り,日 本か らも5名 の役員 と10名 の選手が参加 してい る。
世界 スキ ー選手権大会は,ホ ル メンコー レン大会 と並 んで世界最高 のス
キー大会であ るが,国 際 スキ ー連盟(F・1・S)は,オ リン ピックの中間
に この大会を開 くことを決めてい る。 この大会は参加選 手の制限が な く多
くの選 手が出場 し,名 実 と もに世 界最高 の技があ らそわれ る大 会であ る。
現在では,こ れ ら国際大会におけ る各 国の進 出は 目ざ ま しく,ス キーは今
(5×6)(?)前掲,世 界のスキー 福岡孝行著 実業之日本社
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や特定国の特技 とはいえないまでに発展 しつつある。
皿 近代 スキ ーの発達
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1700年代 におけ る軍隊で使 用 されていた スキーは,左 右の長 さの異 なった
ものであ ったが,テ レマ ーク地方 のスキーは現在 の よ うな両スキ ーとも長 さ
の等 しい ものが使用 され,こ の よ うなスキ ーは斜面に適応 しやす く,ス キー
操作 も楽 である と主張 されていた。
また,テ レマー クの人 々は小 さい頃か ら凍 った斜 面 とか,林 道 を通 る急激
な斜面 な ど,変 化に富 んだ コースで練 習す るために,テ レマー ク的な回転技
(8)
術 は必要条件 と して生 まれた ともいわれてい る。
1891年には,ブ リチ ョフ ・ナ ンセン の 「スキーに よる グ リーン ラン ド横
断」が 出版 され,こ の本は多 くの人 々に読 まれ,今 までの スキーが近代 スキ
ーへ転換す る契機 とな り,ド イ ツ,オ ース トリア,ス イスへ とスキーに対 す
る関心は高 まり,試 み る人 々も多 くな って,ス キーは中央 ヨーロ ッパへ と次
第 に深 まってい った。
マチ ァス ・ツダ ソーレス キ ー もまた ブ リチuフ ・ナ ンセンの本 を読み,6冬
の間,全 く1人 でスキ ーと取 り組み,ス キ 一ーを短 く した り,両 杖 を 単杖 に し
た り,ス キ ーの幅を細 くした り,滑 走面 の溝 をな くした りの改造 を加え,さ
らに全金属性の締具 を完成 してい るら 彼のスキー術の 目標 は,い かな る山地
を も転 ろばずに滑め らかにすべ りこなす ことであ り,そ の技法は短 い スキ ー
に1本 杖 を用い,杖 にた よってバ ランスを保 ち,急 斜面を安全に滑 降す ると
い った現在 のシ ュテ ム ・ボ ーゲン的な技術 であった。
1896年に彼は 「リリエ ンフ ェル トのスキ ー術」を 出版 し,滑降技術は始め
て ここに体系づけ られたのである。 そ して,そ れは終始,制 動を基本 と して
体系 づけ られた技術 であ った。 この ような低速 スキー術は,ス キ ーに慣れな
い中欧の人 々や急峻な アル プスの地形に も妥当な もの と して急激 に中欧諸 国
に広が り,一 般スキ ーヤーの人気 を博 した。 ここに北欧人 の ノルデ ック ・ス
(8)前掲,ス キー発 達史 野崎 彊 著 実業之 日本社
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キ ーに対 して,ア ル プスの スキー術が生 まれたのであ る。
1.両 派 の統合
一 般スキーヤーの人気 とは逆に ノル ウェー派の専 門家た ちは ,ス キ ーは
ス ピー ドが生命であ り,安 全かつ ス ピーデ ーな滑 りこそ最 も大切 であ るこ
とを主張 した。 しか し,こ の主義主張 と技術 的相違は,両 者の地形的相違
に よる ものであ って,こ れ らの論争は,む しろスキー技術 の発展 に プラス
した ともいえ る。
近代 スキ ーない しは山岳 スキー術 のつ ぎの転機をつ くったのは,オ ース
トリアの軍 人で ゲオル ク ・ビルゲ リーであ る。彼は ツダールスキ ーの シ ュ
テム技術の上に さ らに ノル ウ ェー流の技術 を と り入れ,両 者 の統 合をはか
り,単 杖 を捨 てて両杖を採 用 し,軍 の指導要項に テ レマー ク型 のスキ ーを
取 り入れ るとともに山岳 スキーを公に し,一 般の スキ ーに も貢献 した。技
術的には シ ュテ ム技術 とク リスチ ャニアを結びつけ,近 代 スキ ーの基礎 を
固めた といえ よ う。
2,ア ールベル グ ・スキー術 の確立
この よ うな両杖を使い,ホ ッケ姿勢を基本 と しての シ ェテム技術は アル
プスの山 々で さ らに発展を とげ,ハ ンネス ・シ ュナ イダーへ と受けつがれ
てい った。彼 は第1次 大戦 に召集 され,山 岳部隊でスキ ーの指導に当た る
ことにな り,ビ ルケ リーの教 育計画に基づ いて1ケ 月で1人 前の スキ ー山
くの
岳兵を仕上げ る任務についた。彼の行なった4週 間計画案は,つ ぎの よう
な ものであった。
第1週 一直滑降,全 制動,半 制動お よび登行の各技術。
第2週 一全制動回転,半 制動回転および これ らの技術を実地に応用 した
ツ ア ー 。
第3週 一第2週 の反復練 習を行な うとともに更に急 な斜面 で練習 させ,
内スキーの引 きつ けを早め る。
第4週 一全 員バ トロ 一ー.一ル の装 備 をつ け,シ ュテ ム ・ク リスチ ャニアで転
{9)前掲,世 界の スキー 福 岡孝行著 実業之 日本社
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ろばず に相 当な ス ピー ドで滑降 しうるよ うにす る。
この ように して彼 は リリエン ト派 の低速,ノ ル ウェー派 の高速 に対す る
不安定な面に改良を加 え,よ り高速 と安定性を モ ッ トーに急峻な地形 の征
服 に成功 した天才 スキ ーヤーであ る。彼 の この天才 に注 目 した のは,ス キ
ー理 論家 と して有名 な ア ーノル ド・プアソク博士であ る。1920年に ア 一ー
ノル ド ・プ ア ン ク監 督,シ ュナ イダー主演 の 「スキ ーの驚異」の撮影 に加
qO)
わ ったのを始 め と して,翌 年 には 「エン ガデ インの狐狩 り」「山 との闘い」
(1D
な ど,さ らに4年 後には 「アールベル グ ・バ イブル」の書を出版す るな ど,
映 画 ・著書を通 じ,ツ ダールスキ ー,ビ ルゲ リーの基礎 の上に,い わゆ る
アールベル グ ・スキー術 と呼ばれ る指導体系を確立 し,こ れ らプアン ク博
士 の協力に よって,た ちまち全世界 の脚光 をあび ることになった。
彼の技 術の中核 となった ものは,シ ュテム ・ボーゲンとシ ュテム ・クリ
スチ ャニアであった。なお,当 時 の技術な らびに指導にみ られた特徴 と し
ては,シ ュテ ンメソ ない しは プルー クは 回転技術 の 最 も重要な基礎 とさ
れ,回 転 の原動力 と しては立ち上 り抜重が用い られた。滑降 の基本姿勢 と
しては,両 スキーを開 き,低 く屈身 した ホ ッケ姿勢が と られ,抜 重 の際 の
上下動 が 目立 ち,回 転方 向に身体,と くに上体 を まわ しこみ回転 力 とす る
動作がみ られた。
3.パ ラレル技術 の誕生
シ ュナ イダーに よって高速に耐 え るための技術が公に され,ス キーが冬
季のスポ ーッと して益 々一般 に広 く愛好 され るよ うにな り,こ れ らの発展
とともに競技会が盛んに開催 され るにつれ,さ らに高速追求の スキ ー術が
要求 され るよ うにな った。1928年の アールベル グ ・カンダ・・一大会 の結
果,イ ソス ブル ックの競技者達は,ア ールベル グ ・スキー術の シ ュテ ムが
競技 スキ ーに不利であ る点 を認め,シ ュテムを排 しパ ラレル ・ク リスチ ャ
ニアを主 と した,い わゆ る 「イソス ブル ック系」 といわれ るスキ ー術 を考
(ゆ 前掲,世 界の スキー 福 岡孝行著 実業之 日本社
(ID前掲,SAJス キー教程 全 日本 スキー連 盟(1972年度版)ス キー ジャー ナ
ル社 ・
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え出 したのであ る。
アン トン ・ゼ ーロス もシ ュテ ムを用 いずに ローテ ィシ ョソを回転の主力
と した パラ レル技術 を考 え出 した一人 であ るが,彼 の アルペ ン競技におけ
る輝 か しい勝利 の連続(1933,35,F・1・S回転,新 複 合優勝)は 競技者
ばか りでな く一 般の人 々に も大 きな影響 を与 えた。彼の独特 な回転は 「ゼ
ーロス ・シ ュヴソク」 または 「テソポ ・シ ュヴソ ク」 と呼ば れ,そ のスキ
ーをぴた っと揃 えた 回転は ,立 ち上 り抜重 とローテ ィシ ョンお よび強い フ
ォア ラーゲが著 しい特徴 であった。
4.戦 後 のオース トリア ・スキー術
第2次 大戦 で敗れた オース トリアは,フ ランスの占領下にあって,ス キ
ー場 も思 うよ うに使 えない状態にあ った。 しか し,こ の占領下におけ る2
シーズンは,オ ース トリアに とって フランス ・スキ ー術 を じっ くり学び研
究す る好機 となった。
1956年には,ア ールベル グ ・スキー学校 の ルデ イ ・マ ッ トと オース ト
リア国立スキー学校 のスアフ ァン ・クル ッケンハ ウザ ー教授が中心 とな っ
て,フ ランスのスキー技術 を充分検討す る とともに,ナ イゲン ・マチ アス
と ジ ヨバ ンニ ・テスタ 共著 の 「自然 な ス キー」(1936年),トニー ・ドウ
チ ァとクル ト・ラインルに よる 「今 日のスキー」(1937年)の両著にみ ら
れ る,ひ ね りの否定,反 ローテ ィシ コン,斜 滑降 一 横すべ りの重視,外
傾 ・谷 スキー荷重,膝 ・腰 の前傾前圧等 の特徴 を 徹底的 に研究 し,「 オー
ス トリア ・スキー教 程」 を作 りあげた。
この教程 にみ られ る特 徴は,谷 まわ りの際の 「キ ッカケ」に シ ュテムを
使 い,斜 滑降一横 すべ り一 山 まわ りク リスチ ャニアの系列に シ ュテ ム ・ボ
ーゲンを組み合わせ た シ ュテム ・ク リスチ ャニアを指導 の中心 と し,ゲ ー
ゲン ・フ ェル ヴ ィンデ ソとい う新 用語を打ち出 し,荷 重 しない開 き出 しと
ゲーゲソ ・フ ェル ヴ ィソデソを結びつ けてパ ラ レル ・ク リスチ ャニアへ発
展 させ,オ ース トリア ・スキー術 の特徴 であるバ インシ ュピール ・テ クニ
ックを身 につ け る基礎 と してい る。 この シ ュテム ・ク リスチ ャニ アの特徴
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とな ってい るものは,① 荷重 しない開 き出 し,② 逆ひね り,③ 体重 の移 し
かえ,④ 踵 の押 し出 し,⑤ くの字姿勢,⑥ 体 の外 向き,な どであ り,フ ェ
ル ビンデ ンとフ ェル ゼン ・シ ュープが,こ の回転を特徴づけ るもの とな っ
てい る。
戦前 ・戦後におけ るスキー場の大 きな変化 と しては,戦 後の リフ トや ケ
ーブルの普及 ・発展 であ る。 これ らスキー場 の施設 ・設備 の進歩に よって
多数 の人 々に滑 りま くられた スキー場 は,戦 前 には見 られなか った よ うな
凹凸が いた る所 にで き,こ の よ うな条 件の変化 に適応馴化 してい くための
回転 と横すべ りの関係が 明 らかに され,横 すべ りは他 のすべての技術 の基
礎 と して重要な ものであ るとされ,指 導法 の中に大 き く取 り入れ られた。
そ して,こ れ らの斜 面を無難 に こな して滑 るための敏捷性 のあ る動 きと し
て,高 い姿勢 と時計の振 子の よ うに下肢だけを左右 に動かすバ インシ ュピ
ール ・テ クニ ックが考 え出 された のであ る。 この技術は,基 礎回転か ら最
近 の ヴ ェー レソ ・テ クニ ックまで統 一 されてお り,と くに ヴ ェー レン ・テ
クニ ヅクでは,最 大傾斜線 への 「スキ込 み」 で屈膝平踏みに よって先落 し
を行 ない,フ ラ ッ トの状態か ら,さ らに横ず れを使いなが ら,ス キ ーの先
端方 向に脚を伸ば しなが ら送 り出 してい くとい うわけであ るが,山 まわ り
の ク リスチ ャニアの際 に も同様 な方法が と られ,基 礎技術か ら応用技術に
いた るまで終始一貫 した結びつ きが よ り強 く打 ち出 されてい る。
5.フ ランスのスキー術
アールベル グ技法 の コーチを受けていた フランスは(1932～1934),こ
れ らの コーチに満足せず,前 傾に よるテ ールを浮かせてのパ ラ レル ・ク リ
スチ ャニアを主張 した のがハ ソス ・ノブルであ る。 また,コ ーチ団 の中に
もシ ュテムに よる回転に異議を となえ るものがあ り,強 い前傾 に よるテー
ル抜 重に よってスキ ーを回転に導 くべ きである と してい るのが,反 ローテ
ィシ ョンと外傾 姿勢 の合理性を理 論化 した 「今 日のス キー」 の著者 の一人
トニー ・ ドウチアであ る。
この間,ア ・一ルベル グ ・スキー術を中心 と した シ ュテム技術 と,ロ ーテ
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イシ ョンに よるパ ラレル技術 の主張に よ り,ロ ーテ ィシ ョンか反 ローテ ィ
シ ョンか,パ ラ レルか シ ュテムか の 問題 が 大 き くクローズア ップされ,
1937年には この論議 が活発にな った。
アソ トソ ・ゼーロス もフランス選手 の コーチを した一 人であるが(1937
年),彼 はいかな る流派に も属せず,独 自の技法 で滑 っていた。 その滑 り
の特徴は,上 体 の強いひね り込み を 使 って回転を 導 き出 してお り,彼 の
(12)
この技法 こそ フランス派 スキーの 「ロターシ ョン」 の始 ま りといわれてい
る。
これ ら コーチに よって 示 された パ ラレル技 術 の影響 は 選手層 のみな ら
ず,一 般 スキーヤ ーも彼等 の技術を見習 い高度のパ ラ レル技術が各地 に普
及 していった。 と くにエ ミール ・ア レはゼ ーロスの技術 を徹底的に分析研
究 し,1938年に ポール ・ジニ ューとともに 「フランス の スキ ー術」を発
表 している。
彼は これ らの技術を もとに滑降,回 転等 の国際競技 で幾度か優勝 した ア
ルペ ンの名手であ り,一 般的 であ るアールベルグ ・スキ ーに対 して,彼 の
スキーは 「より高速」 をモ ッ トー と した競技的な ものであ った。 こ うした
エ ミール ・ア レを中心 と した フラソス選手 の拾頭は全世 界にセソセーシ ョ
ンを巻 きお こ し,ア レのスキー術は公け に認 め られ,こ こに フラソス派 ス
キ ー術が生 まれたのであ る。
この フランス ・スキー術 の特徴は,① 強 い前傾 と リュアー ド・アジ ュニ
イマン(屈 身抜 重の一種),② ローテ ィシ ョンの強調,③ プロカージ ュ,
す なわ ち 腰部を引 き しめ,脚 部か らスキーに 伝 え るとい う 回転運動 であ
り,強 い前傾に よる直滑降 とデ ラパ ージ ュの練習か らローテ ィシ ョンで パ
ラレル ・ク リスチ ャニアに導 こ うとい うものであ って,と くにデ ラパ ージ
ュが基本的な技術 と して重要視 された。
ジヤン ・ビュアルネ とジ ョルジ ュ ・ジ ュベールは,オ ース トリア派 とか
フランス派 といった従来 の観念 に と らわれず,有 効な技 法はすべて取 り入
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れ るといった ドライさと,動 作 の流れに重点をお くといった考えを基本 と
して,1956年に 「現代 のスキー術」,「新 しいスキ ー術」 を発行 し,さ らに
1960年には 「スキ ・一・ウ ェ'一デル ン」 を発表 してい る。 この中では,プ ル
ークの部分的採用 とか ,ク リスチ ャニア ・レジ ェにおける立 ちあが り抜重
の採 用がみ られ る。 さ らに1963年には 「最 も新 しい フランス ・スキー ・
テ クニ ック」を 出版 す るな どフランス ・スキ ーに とって,さ らに新 しい変
遷期 を 迎えた といえ よう。 これ ら技術 の 特 徴 と しては,① シ ュテムの採
用,② ローテ ィシ ョンの制限 ない し減 少,③ 上体 の立 った膝 の前傾,④ 沈
み込 み一立 ちあが り一 沈み こみに よる抜重方法が採 用 され,さ らに外向傾
フ ォームが必要に応 じて取 り入れ られて きた点 と,指 導体系 の中核 とな る
ものが クリスチ ャニア ・レジ ェであ り,そ して この回転の 「キ ッカケ」 と
なるのが,前 方 と回転内側へ身体 を投 げ出す ような動 きの要素を もつ プ ロ
(13)
ジ ェクシ ョン ・シル キ ュレールが強 調 されてい る ことであ る。
その後,フ ラソス ・スキ ーは さ らに合理化 され,よ り素早 い,ス ピーデ
ィーな スキ ーへ と発展 してい る。 アパルマン といわれ る技法は,い わゆ る
コブの斜面 では凸部で脚をかかえ込 みなが ら,ス キーの先端方 向ヘ スキ ー
を とらえなが ら横ずれを極力 さけ るよ うに凹部ヘ スキーを送 り出 してい く
とい った地形 の変化に順応 させ なが ら,よ り素早 く滑べ る技術が益 々重要
視 されてい る。-
6.日 本のスキ 一ー
日本 の ス キ ーは1911年(明 治44年),オ ース トリア の テオ ドル ・エ ド
レル ・フオン ・レル ヒ少佐が新潟県 の高田連隊 に派遣 され,若 手将校 にス
キーを教授 した ことか らは じまる。 当時,高 田で誕生 した スキーは単杖法
に よる高い姿勢 の制動回転がそ の特徴 であ った。
1916年(大正5年)に は,遠 藤吉三郎教 授(北 大)が 欧州か らノル ウ ェ
ー ・スキーを持参 し北 大生に紹介 した。 ところが札幌 の雪質,地 形が ノル
ウ=一 ・スキーに最 も適 してい るところか ら2本 杖 ノル ウ=一 ・スキーが
㈱ 世界のスキー 片桐 匡著 実業之 日本社
(50) 人 文 研 究 第44輯
札幌 の一般スキ ーヤ ーを中心に普及 しは じめた。
1930年(昭和5年),玉 川 ・成城学園 の招 きで ハ ソネス ・シ ュナィダー
が来 日,彼 の強 い前傾姿勢に よる高速滑降や回転技 術が披露 され,専 門家
をは じめ,一 般スキ ーヤーの中にたち まち浸透 してい った。 彼の モ ッ トー
は,① まず転ろばず に確実に滑 る こと,② エ レガン トに きちん と した フォ
ームを 習得す ること,③ ス ピー ドを 出 して 滑 ることであ り,プ ル ーク滑
降,プ ル ーク ・ボ ーゲン,シ ュテ ム ・ボ ーゲンが スキーの基礎 であ り,こ
(14)
の基礎技 術の習得 を最 も強調 してい る。
戦前 か ら戦争初期 にか けて,日 本のスキ ーは アールベル グ ・スキ ー術が
そ の大勢を占めていた。戦争はス キー界 に も空 白状態を もた ら したが,戦
後 の混乱 が徐 々に解 消 され るに したが ってスキー熱 もまた増 してい った。
1954年(昭和29年)2月 には,フ ランスの ピエ ール ・ギ ヨーとアン リ ・
オ レイエが来 日,フ ラソス ・スキ ー術 を各地で指導 した。 しか し,彼 らの
理論 と実践 を通 じて疑問を もつ者 もいた。 この よ うに一方では,ロ ーテ ィ
シ ョン技 術,他 方 では外傾技術が行なわれ るな ど日本 スキ ー界に混乱がみ
られ た。
この ような時期に,ル デ ィ ・マ ヅ トが来 日(1958年1月),各 地で オー
ス トリア ・スキ ー術を実演 した。 この技術 の特 徴は,ゲ ーゲソ ・フ ェル ビ
ンデ ンや バ インシ ュピ 一ールを強 調 した シ ュテ ムを 基 礎 とす る回転技術 であ
った。 この合理的 スキー術は多 くのスキーヤーに受け入れ られ,こ れを契
機 と して一般 スキーヤーの技術 も長足 の進歩を とげ,バ インシ ュピール技
術は,ま す ます普及発展す るにいた った。
1963年(昭和38年)2月,世 界 スキ ー指導者会議会長の シ ュテ フ ァン ・
クル ッケンハ ウザ ー教授 は,フ ランツ ・フル トナ ー,バ ル トル ・ノイマイ
ヤ ー,ホ ルス ト・シ ュバル ッェンバ ッハ らのデモ ソス トレー ターを伴 って
来 日 した。
1967年(昭和42年)に は,再 び クル ッケンハ ウザ ー教授一行 の来 日が
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実 現 し,全 国各地で指導者 のため の特別研修会が 開かれ(小 樽天狗山 で も
1月28・29・30日の3日 間指導 員,準 指導員を対象 に行 なわれた),こ こ
では 特 にシ ュテムか らパ ラレルへ 移行す るための 壁 となっていた 問題 点
をrブ ライ トの指導」に よって解決 しよ うとす る試 みがな され,こ の指導
法 の採用に よって一般 スキーヤーが容易に パ ラレルへ進む ことが できる よ
うになった ことは,指 導法上 の一段の進歩 といえ よう。
この ように,ス キー後進 国 と しての 日本は,他 国の知識 の技術導入に余
念が なか ったわけであ るが,1966年(昭 和41年)に 日本独 自の立場 で新
しい技術体系 と指導法に よるrSAJス キー教程」 を出版 した。内容的に
は オース トリア ・スキー術 の大 きな影響 の もとに作 りあげ られた ものであ
るが,立 ち開 きか らの発展 を軸 と した ブライ トに よるパ ラ レル導入の指導
(15)
体系が示 されている。
しか しなが ら,ス キー人 口の急増 とかスキー場の近代化が進むにつれ,
これ らの変化 した斜面に適応馴化する新 しいスキー技術の要求が生まれ,
今や世界のスキー技術革新の動 きは目ざま しく,SAT教 育部は,さ らに
技術の分析を進め,新 しい 体系に沿った 改訂版を 出すにいたった(1972
年)。
改訂版の主な特徴は,そ の第一点と して,技 術体系を整理 したことであ
り,初歩的な ウェーデルンに到達するまでの基礎段階と して,初 歩動作一
基礎滑降技術一基礎回転技術 と縦の系列にな らべ,さ らに基礎回転技術か
ら発展する高度な回転技術 として,踏 みかえて 回転する 「ステップ系」,
テールをはねあげて回転の キ ッカケとす る 「ジャンプ系」,さ らに抱え込
み送 り出 しをキ ッカケとする 「曲進系」 とい うように回転時のキ ッカケに
よって三系列にまとめ,曲 進系をこの段階における中軸 としている。なお
高度化される滑降技術やその他の発展性の高い技術を 「その他の技術」と
して横に平列 し,これまでに習得 した技術を実際の斜面や雪質 ・コース等
の条件や 目的に合致 した実践的技術習得を 目指 した 「総合応用」 として新
⑯ スキー教程 全日本スキー連盟1966年度版 平凡社
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しい技術体系を組み立てている点である。
第二点は,指 導法の 面であ り,基 礎回転の 課程では 「屈膝平踏み先落
し」が強調され,安 心感 とバランスの容易なブライ トを原則 とした指導が
重視され,し かも,こ れが発展段階にまで積み上げる一貫性をもっている
点である。
第三点は,曲 進系技術 とい う新 しい用語が用い られている点であるが,
回転のキッカケ時に ターンの軌跡をとぎ らせることな く,回 転方向になめ
らかにスキーを回転 させ るもの。 とい うことでキ ッカケ時の特徴で,こ の
く　
名称が用 い られた よ うであ る。
この曲進系技術 の特徴は,ス テ ップ系 とジ ャン プ系 が共に抜重動作 に よ
って,ス キ ーのテ ールを雪面か ら離 して操 作す るのに対 して,曲 進系 はス
キ ーを雪面か らで きるだけ離 さず,し か も常 にス ピー ドを減速す ることな
く方 向を変 えてい くス ピーデ ィな回転であ り,こ の技術 の要点は,・回転 後
半 の角付けか らの平踏先落 し,回 転 内へ の腰のス ライ ドとスキーの先端方
向へのスキーの送 り出 しに よって回転を導 こ うとす るものであ る。 この技
術は,深 雪,悪 雪,凹 凸,ア イスバ ーン等での回転 に適応性が高い点か ら
指導 の中心を,こ の曲進系技術 の習得にお き,基 礎技術 の段階か ら一貫 し
て これを学ばせ ようと してい るのが 目立 った特徴 であ る。
① 一般 スキーの発達
ハンネス ・シ ュナ イ ダーの来 日を契機 と して,文 部省がそ の指導に乗
り出す な ど徐 々に もりあが りをみせたが,ス キー連盟 と しては競技 スキ
ー振 興が精一杯 で一般 スキーの指導 に まで手が まわ らなか った とい う面
もあ るが,ア ルペ ン種 目にはあ ま り興味 を示 さなか った事情 もあ る。 と
ころが 昭和12年 に アルペ ン競技が正式種 目と して採 りあげ られ,エ ミ
ール ・ア レの 「新 しいスキー」 が紹介 され ,ガ ル ミッシ ュ ・オ リンピ ッ
クの選手 団が本場 のアルペ ン ・スキ ーを実際に見学す るにいた り,ス キ
⑱ 前 掲,SAJス キ ー教程(1972年度版)全 日本 スキー連盟編 スキージ ャー
ナル社
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一連盟 も一般 スキ 一ーの 指導 に 力 を 入 れ る こ とに な った。1931年(昭和
14年)には全 国各地 で講 習会 を開き,バ ッジ ・テス トを行 ない,翌 年に
は指導 員制度を設け るな ど順調 な発展を示 したが,こ れ も戦争に よって
中断 された。戦 後の立ちなお りに ともない戦前 に も増 して急速な テンポ
で発展 した。交通機関が発達 し,ス キー場 の近代化が進むにつれ,老 若
男女,都 会,田 舎,降 雪地,不 降雪地を 問わず,一 般大衆 の 中に浸透
し,今 やわが国の スキ 一ー人 口は806万 と も1,000万ともいわれてい る。
狩猟 とか交通用具 といった生活の必需 品 と して 自然発生的に生 まれた
スキーが,今 や スポ ーツと して レジ ャーと してのスキーに変 り,走 った
り,飛 んだ りす る ノルデ ック種 目は敬遠 され,興 味中心の アルペ ンー辺
倒 の傾向が 強 くな った。 この異常な までの発展 と ゲ レンデの 混雑に よ
り,ス キー傷害 等の憂慮すべ き問題 が発生 してお り,こ れ らの施策 を真
剣に考えなければ な らない時期 に きてい る。
スキー技 術の上達は用具 とも密接 な関係があ る。 単に深雪 に沈 まず,
ゆ るい斜 面を真直 ぐに滑 るだけであ るな らば,長 い 巾の広いスキーが有
効であ ろ う。 このスキーの長 さを歴史的 に調べてみ ると,技 術 の発展 過
程に したが ってそ の長 さも短 くな っている。現在の ように技術が複雑 ・
高度 化 し,ゲ レンデ状況の変化 しつつ ある今 日では,2メ ー トル以上 も
のス キーはやや不 向きであ る。 この至適長につ いては,使 用者 の技術程
度,雪 質等 のゲ レンデ条 件に よって異 なるので一概 に規定 できな いが,
西 ドイ ツの ワル ター ・クフラーの 実験 に よる と,65cm～125c皿まで の
スキ ーでは,そ の方 向性が非常に悪 く,丁 度 よい妥協点 と して140㎝ を
(17)
見 出 した といわれ,と くに初心者 では この長 さが一番 よか った と報 告 し
ている。
② 日本スキ ーヤ ーの欠点
日本に来 日 した 外国人ス キー教師 の 等 しく指摘す る点は,「 日本人 は
器 用す ぎる」,「物 まねが大変 うまい」 とい う点であ る。 とか く日本 のス
(1丁第9回 イ ン タ ー ・ス キ ー 天 野 誠 一,他 ス キ ー ジ ャー ナ ル 社
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キーヤーは,フ ォームの枝葉末節の動きに こだわ りす ぎ,肝 心な技術の
根元を忘れがちである。抱え込み送 り出 しのターンの外面だけを見て,
これをまねても実践の場で応用できないものである。身についた技術と
は,単 なる物まねではな く,そ の技術の理論の解明にもとづき,い かな
る変化 した条件に も有効適切に これを使いこなす ことである。
第2の 欠点と して指摘 されている点は,一 般の練習でも講習会等にお
いても,練 習場にばか りへば りつきすぎるとい うことである。小樽の場
合,簡 単な練習場 としては,身 近にいくらでもあるとい うことで練習条
件が整いすぎているとい う欠点 もあろ うかと思われる。また,北 海道の
雪質が良すぎるとい う点 もあって,変 化 した雪質に弱いという面 もでて
いる。雪質,斜 面等の変化する条件に適応 した有効適切な滑降技術を身
につけるためには,高 い長い斜面の山を利用 して実践的練習をす る機会
を多 くもっことである。
IV世 界 におけ るスキ ー技術の統一化
世界 スキー指導者会議 の 目的は,「 世 界のスキーをひ とつに」 とい うこと
であるρ 過去7回 までの この会議では・オ ース トリアのバ イソシ ュピールか
フラソスの ローテ ィシ コンか といった激 しい対立に終始 していたわけ であ る
が,第8回 の アスペ ンで行なわれた会議 では,こ れ らの論争は影をひそめ,
一般 スキーヤ ーのために簡潔 で優 れた指導法 を開発 しようとい った様 子が う
かがわれ,こ の会議本来 の 目的に一歩近づ いた よ うであ る。
過去におけ る争点 の第一は,回 転時 において,オ ース トリアは ターソの外
側に上体 を逆 にひね る ことを主張 し,他 方,フ ランスは ターンの順な方 向に
上体を先行 させ ることに よって回転を導 くといった,上 体 の動 きにその対 立
がみ られた。 しか し,こ れ らの対 立 も第8回 のアスペ ソの会議 において よう
や く両者 の歩み寄 りがみ られた。 それ は,タ ーンを導 き出す主導権は,上 体
の動 きではな く,下 肢の動 きたある とい う理 解の もとに,上 体 の動 きは必要
に応 じて,逆 ひね りや,順 な方 向への先行 もあ りうる とい った考 え方に基づ
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くものであ る。
第二 の争点は,タ ーンのキ ッカケの際の問題 であ るが,従 来,オ ース トリ
アは伸身抜重,フ ランスは屈身抜 重 とそれぞれ相反す る主張を して きた わけ
であ る。 ところが,サ ンク リス トフで開かれた第3回 世界スキ ー教師講習会
の席上において,ク ル ッケ ンハ ウザ ー教授 は,「 私たちの新 しく研究 してい
る技術は,1968年アスペ ンの世界 スキー指導者会議 で,フ ランスが発表 した
ジ ェッ ト・シ ュヴソクであ り,フ ラソスの この研究の成果 に対 し心か ら敬 意
ロの
と感謝を表す る。」 と述べ,さ らに第9回 のガル ミッシ=大 会(1972年)の
デモソス トレーシ ョソにおいて オース トリアは,伸 身抜重 に よる上下動を極
力少な く し,積 極的 な脚部の左右 への運動に よってスキ ーを操作 し,屈 身抜
重 を主要な運動 の要素 と している。 このガル ミッシ'ユにおけ るデモンス トレ
ーシ コソと クル ッケンハ ウザ ー教 授の発表に よって,こ の論争 に も一応の結
論が でた形 とな った。 しか しなが ら,伸 身抜重が世界のスキ ー技法か ら消え
去 ったのではない。 スキー技法のひ とつの方法 と して,オ ース トリアに もフ
ランスの ターンの要素 に も依然 と して残 ってい るのであ る。
第9回 世界 スキー指導者会議 の発表論文 の中で,フ ランスのルネ ・シ ュル
ピスは,「 いかな る国の人 で も,初 心者は同 じ程度 の技術的困難 さと心理的
困難 さの両方に直面す る。 フランスは初心者 とレーサーの技術を論理 的に結
びつけ よ うと努力 してきた。 この結 びつ きを確立す るために,ひ とつの方法
ではな く,い ろいろの方法 を採用 し,ス キー ・ス クールの生徒 がその能力 に
応 じて進 歩がで きる よう試 みてみた。将来い っか世 界 どこで も,ス キ ーヤ ー
に とって進歩 のための方法が 同 じものにな るとい うことが,わ れわれ の希望
であ り,タ ーン時の脚部に生ず る条件に付随す る基本的 な動 きは,世 界中 ど
く　
こ で も同 じは ず で あ る」 と述 べ て い る よ うに,ス キ ー ヤ ー の 個 性 や 各 種 技 術
の 特 長 を 指 導 過 程 に 生 か し,各 種 条 件 に よ っ て,そ れ な りに 適 応 す る技 法 と
⑯ オース トリア ・スキーの大 きな転 換 スキー ジャ■一一ナル 昭和45年5月1日
発行
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指導法 こそ重要な もの と思 う。
この ように して,タ ーンの技法上におけ る共通理解が生 まれ,さ らに世界
のスキーは情報化時代 とスキー技法 の 国際化 の中で新 しい技術開発が進 んで
い くことであろ う。
最近におけ る世 界各 国の技法 と しては,フ ランスの アバル マン,西 ドイ ツ
のシ ュロイダー ・テ クニ ック,オ ース トリアの ヴ ヱー レソ ・テ クニ ック,ス
イスのOKテ クニ ック,日 本のCD型 ターン等,そ れぞれ名称は異 なってい
るが内容的に同 じ発想 の新技法 が開発 されてい る。 しか し,こ れ ら技法 の指
導体系 では,殆 ん どの国が上級 または仕上げ の段階に組 み入れ ているのに対
く　の
し,オ ース トリアは基礎練習の課程 に組 入れ ているな どの相違がみ られ る。
これ は,オ ース トリアの ヴ ェー レン ・テ クニ ックは,回 転 後半 の角付けか
ら屈膝平踏みに よって先落 しを行 ない,ス キ ーを フラ ッ トの状態に し,さ ら
にそ こか ら横ずれを使 って回す といった感 じの ものに対 し,フ ランスの アバ
ルマ ソは,横 ずれを極 力避け,ス キーの先端 方向ヘ スキーを と らえなが ら送
り出 してや るとい った,い わゆ るス ピー ドに対す る有効 な ターン とい う感 じ
に対 し,ヴ ェー レンはやや低速 の中で も利 用可能 な技術 とい う面 での違 いで
あろ う。
この ような点で,す べ ての技術をすべてのスキ ーヤーに無理 にはめ込むべ
きではな いが,完 全 な世界 の技術的統 一化 に達す るまでには今 少 し時間が必
要 であろ うと思われ る。
V結
?
以上,ス キー技術の推移について記述 してきたが,ス キー人 口の増加に伴
い,新 しい技術が開発 され,指 導法の進歩によって初心者 も単期間で一応の
滑 りを習得できるようにな り,老若男女を問わず一般スキーは大衆的スポー
ツと して異常なまでに発展 しつつある。 これに呼応 して業者は,ゲ レンデの
拡張や リフ トの増設を競い,さ らに新設スキー場の建設 とスキー客の観誘に
⑳ 前掲,第9回 イ ソタースキー 指導 の世界的 な傾 向 スキー ジ ャーナル社
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懸命である。
このように 一般スキーが 普及 し,発 展す ることは 誠に喜ば しいことであ
る。 しか し,反面,最 近のゲレンデの混雑に伴 う憂慮すぺき数 々の問題が出
ている。 とくに大きな問題はスキー場の安全管理である。
スポーツ活動においては,自 分 自身は勿論,他 のスキーヤーに対 しても傷
害を起 させないよう心がけることがお互いの義務である。スキーは 「楽 しく
安全に」を原則 としなければな らない。スキーによる傷害は,ス キー人 口に
比例するかの ように年 々増加(推 定スキー人 口の1～2%)し,大 型化 して
いる。 しか し,これ も今 までの 調査結果では,不 可抗力によるものは15%
程度であ り,他の殆んどは正 しい基礎技術を身につけ,ス キーヤー同志 の細
心の注意に よって未然に防止できるものばか りである。 とくに,受 傷者の約
70%が技術未熱による初心者である点,今 後これ ら初心者指導が最 も重要
な課題であ り,初心者に基礎技術を充分習得 させ る配慮が必要であろ う。
現在,ス キー場における傷害対策 としては,パ トロール制度やスキー指導
員に対す る救急法の教育を 義務づけ,ス キー場 の 傷害対策にあたっている
が,こ れ らには管理権や管理責任はない。 しかも,営 利を 目的とするスキー
場の管理に奉仕団体であるパ トロール隊や指導員が,こ れに当たっている現
状は何 と しても理解に苦 しむ点である。 さらに,ス キー場経営者は,ス キー
場 の施設,整 備,サ ー ビスには力 を入れ るが,ス キー場 の安全管理について
は ノータッチといって もいい状態である。
傷害原因のひ とつに,ア ルペ ンー辺倒の混雑す るゲレンデ条件等にも問題
があ り,今後これ らの問題解決に対 しては,国 や地方 自治体,ス キー連盟が
一体 となって強力な組織を作 り,楽 しく安全なスキーをさらに発展 させ るた
め,抜 本的施策 と環境の整備を真剣に考えていかなければな らない。
